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近年、キイロスズメバチ女王を不妊化する寄生線虫が
北海道から世界で初めて発見された。この線虫は、2007
年にスズメバチタマセンチュウ（Sphaerularia vespae）と
新種記載された。スズメバチによる刺傷被害は後を絶た
ず、現在行われている巣の除去以外にもスズメバチの個
体数を減少させる方法を検討する必要がある。本研究で
は、在来天敵によるスズメバチの防除を目指し、この寄
生線虫のキイロスズメバチへの感染経路や他のスズメ
バチへの感染の有無といった生活史を明らかにするこ
とを目的とする。

1）越冬中のスズメバチ女王
2007年4月と同年11月に森林総合研究所北海道支所

及び北海道農業研究センター構内で調査した。倒木を探
して園芸用ピッケルを用いて崩し、中で越冬しているス
ズメバチ女王を採集した。採集したスズメバチ女王を解
剖してスズメバチタマセンチュウの寄生の有無を調べ
た。また、スズメバチ女王の越冬室周りの朽木破片を採
集し、ベールマン法により線虫を分離してスズメバチタ
マセンチュウの存在の有無を調べた。

2）活動中のスズメバチ女王
森林総合研究所北海道支所構内に2007年4月下旬か

ら同年11月中旬まで10個のトラップ（捕獲器）を設置し
た。トラップは2リットルのペットボトルを利用し、中
に焼酎とオレンジジュースを1対1で混ぜた誘引餌を400
ミリリットル入れ、一度スズメバチが侵入したら出られ
ないような3cm四方の切り欠きを作った。トラップで
採れたスズメバチ女王を解剖してスズメバチタマセン
チュウの寄生の有無を調べた。トラップで生きたまま採
集したキイロスズメバチ女王を飼育し、行動を観察した。

朽木からはキイロスズメバチとコガタスズメバチを
採集した。2007年4月に採集したスズメバチに対するス
ズメバチタマセンチュウの感染率は、キイロスズメバチ

では50％、コガタスズメバチでは9％であった。ただし、
コガタスズメバチ体内でのスズメバチタマセンチュウ
は正常に発育していなかった。トラップでは、これら2
種の他、チャイロスズメバチ、モンスズメバチ、オオス
ズメバチの合計5種を採集した。これらに対するスズメ
バチタマセンチュウの寄生率は、キイロスズメバチでは
58％、チャイロスズメバチでは3％で、その他のスズメ
バチに本線虫の寄生は見られなかった。2007年11月に
朽木から採集したスズメバチタマセンチュウのキイロ
スズメバチに対する寄生率は31％であり、コガタスズ
メバチに本線虫の寄生は見られなかった。キイロスズメ
バチ女王の越冬室からスズメバチタマセンチュウの感
染態を検出した。
スズメバチは、秋に羽化した新女王バチが朽木や土中

で越冬し、翌年春に越冬から目覚めて営巣を開始する。
巣から働きバチが羽化すると女王は産卵に専念して外
役を行わない。従って、トラップではスズメバチタマセ
ンチュウに寄生されて巣を作れないスズメバチが選択
的に採集される可能性が考慮された。しかし、2007年4
月に朽木から採れたキイロスズメバチに対するスズメ
バチタマセンチュウの寄生率とトラップで採れた最初
の1ヶ月のキイロスズメバチへの寄生率はほぼ同じであっ
た。これらから、トラップを用いてもスズメバチタマセ
ンチュウの自然状態での寄生率を推定できることが明
らかになった。
チャイロスズメバチ体内でスズメバチタマセンチュ

ウは正常に発育していた。従って、チャイロスズメバチ
はスズメバチタマセンチュウの宿主であることが明ら
かになった。一方、コガタスズメバチでもスズメバチタ
マセンチュウが検出されたものの、正常な発育をしてい
らず、夏期にトラップで採れた場合では寄生そのものが
確認されなかった。スズメバチタマセンチュウはコガタ
スズメバチに感染し、ある程度発育できるものの、その
後死亡するのではないかと考えられる。現時点ではコガ
タスズメバチをスズメバチタマセンチュウの宿主とは
認められない。
キイロスズメバチ女王の越冬室からスズメバチタマ

センチュウの感染態が検出された。また、夏期に採集し
たスズメバチ体内ではスズメバチタマセンチュウは産
卵し、孵化した線虫幼虫が観察された。トラップで採集
して飼育しているキイロスズメバチ女王の行動を観察
したところ、スズメバチタマセンチュウに寄生されてい
た場合、尾部から線虫幼虫が脱出することを確認した。
これからスズメバチタマセンチュウは越冬中のスズメ
バチ女王に感染して発育し、夏期に女王体内で産卵して
孵化した線虫幼虫が宿主から脱出して朽木内で感染態
になり、越冬中の新女王に感染することが明らかになっ
た。

スズメバチは刺傷被害を生じさせるが、他の昆虫を捕
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食するため害虫の大発生を抑制しているとも考えられ
る。スズメバチ個体数の過度の減少による影響や種の人
為的移入問題を考えると、スズメバチタマセンチュウが
自然分布していない地域での利用は避けるべきであろ
う。今後、今回の調査地以外の北海道や日本の各地、ま
た近隣諸国でのスズメバチタマセンチュウの分布を明
らかにし、本線虫のスズメバチの生物的防除素材として
の能力をより明らかにしていきたい。
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